
共創プラットフォーム事業化研究会スタート

NPO法人シビル NPO連携プラットフォーム（CNCP）では建設産業分野では初の NPOをプラ
ットフォームとした建設産業を対象にした新規事業の創設を目指す「共創プラットフォーム事業化

研究会」を立ち上げた。ゼネコンや建設コンサルタントの未活用技術や特許などを調査し、技術や

人材を NPOならでは立場で戦略的に事業として生かす方策を研究する。本研究会は従来の産官学
体制では発足が難しい研究会であり、サードセクターとしての NPOだからこそ実現したものであ
る。

本研究会は本研究会の提案者であるNPO法人シビルサポートネットワークを担当責任者として
運営する。参加企業各は安藤ハザマ、奥村組、熊谷組、西松建設の 4社の共同研究組織となる。研
究指導は中央大学ビジネススクール露木教授に受ける。研究内容は①技術事業化プロセス・手法を

理解するための研究会の開催 ②参加各社での具体的な未利用技術の調査・検討 ③フィジビリテ

ィスタディ（事業に向けた各調査結果の取りまとめ） ④事業化計画書の策定（新規事業の企画・

提案）の４点。期間は 2014年 10月～2015年７月（第 1フェーズ）、2015年 8月～2016年７月
（第 2 フェーズ）の計 2 ヵ年。月に 1 回 2 時間程度の研究会を開催し、技術、情報、研究成果を
共有。参加企業には積極的な新規事業の創出を展開してもらう。一企業単位だけでなく、複数の企

業を交えることによる相乗効果を主ずる新規事業提案が大いに期待される。第 1回研究会では本研
究会を推進する上で最も重要な①「場の共創」なる理論の学習が実施された。参加各社とも従来に

ない研究会活動に積極的な活動姿勢がみられる。


